
横浜港における最近の取組について

①グリーンメタノールの利用促進に関する覚書の締結

（横浜市港湾局 中野局長）



マースク社を筆頭として、次世代の船舶燃料としてメタノールが注目されています。
なかでもコンテナ船においてはメタノール燃料船を目にする機会が多くなっています。

１ マースク

グリーンメタノールの利用促進に関する覚書の締結

■船舶燃料としてのメタノール

【デンマークにおける世界初のグリーンメタノールを燃料とする
コンテナ船の命名式典の様子（2023年９月）】マースク社提供
（2024年４月に横浜港で超大型コンテナ船命名式を実施予定）



CMA CGMグループは、2023年アジア貨物・ロ
ジスティクス・サプライチェーン賞（AFLAS）にて、
3年連続で最優秀グローバル海運会社に選出

CMA CGMは2026年までに「e-methane ready」 のLNG燃料船を77隻を運航する予定で、
2026年以降に運航可能な24隻のeメタノール船も発注した。

2023年９月２９日 CMA CGMホームページより
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グリーンメタノールの利用促進に関する覚書の締結

■船舶燃料としてのメタノール



■船舶燃料としてのメタノール

グリーンメタノールの利用促進に関する覚書の締結

次世代船舶燃料は何が最有力は分からないと言われていましたが、最近では特に
メタノールの足音が強まっていると感じています。

2023.9.21海事プレス
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■船舶燃料としてのメタノール



■ＬＮＧ燃料船の発注状況

出典：DNV ”Alternative Fuels Insight” https://afi.dnv.com/statistics/ (閲覧日2023.12.25)

Total  |       460        528    988

グリーンメタノールの利用促進に関する覚書の締結

https://afi.dnv.com/statistics/


出典：DNV ”Alternative Fuels Insight” https://afi.dnv.com/statistics/ (閲覧日2023.12.25)

Total  |       29 205    234

■メタノール燃料船の発注状況

グリーンメタノールの利用促進に関する覚書の締結

https://afi.dnv.com/statistics/


グリーンメタノールの利用促進に関する覚書の締結

・世界大手の総合物流企業であるマースクＡＳ※1 、我が国のメタノール供給

最大手である三菱ガス化学株式会社及び横浜市は、次世代船舶燃料としての

グリーンメタノールの利用促進検討関する覚書の締結

左からマースクＡＳ駐日代表山本様、横浜市山中市長、
三菱ガス化学株式会社代表取締役社長藤井様（横浜市庁舎にて）

船舶燃料としてのメタノール及び
グリーンメタノールの供給方法について
連携して検討し、関係官庁の協力を得な
がら、日本初のメタノールバンカリング
※2の実現に向けて取り組みます。

※1 ASはデンマーク語で株式会社の意味です。
※2 バンカリングとは船舶に燃料を供給する

ことを意味します。

日本初！横浜港におけるグリーンメタノールの利用促進に向けて覚書を締結



グリーンメタノールの利用促進に関する覚書の締結

横浜港におけるグリーンメタノールの利用促進

日本経済新聞 2023年12月15日



グリーンメタノールの利用促進に関する覚書の締結

■脱炭素化に向けて求められるGreen Shipping Corridorの形成

日米首脳共同声明
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横浜港における最近の取組について

② 本牧ふ頭Ａ４陸上電力供給設備の整備

（横浜市港湾局 中野局長）



■整備概要
・港に停泊中の船舶は、コンテナ船では冷蔵・冷凍コンテナ、クルーズ船では客
室・サービス施設等で大量の電力を消費しており、これらの電力を重油等の燃
料でエンジンにより発電し、ＣＯ2を排出

・停泊中船舶のアイドリングによるＣＯ2排出量は、臨海部の運輸部門の約40％を
占めており、埠頭における脱炭素化には、陸上電力供給が最も効果的

・本牧ふ頭Ａ４岸壁において、停泊中の船舶に電力の供給ができる設備を整備

本牧ふ頭Ａ４陸上電力供給設備の整備

本牧ふ頭

大黒ふ頭

山下ふ頭

本牧ふ頭Ａ４公共岸壁

本牧ふ頭Ａ４公共岸壁
横浜市臨海部の運輸部門の

CO2排出量の割合（2021速報値）



本牧ふ頭Ａ４陸上電力供給設備の整備

■工事概要
・電力会社から送電された電気の受変電設備、周波数を船舶の規格に変換する
周波数変換装置（50Hz⇒60Hz）等を収納する電気室及び船舶に接続する給電
ケーブル等を整備

・令和６年度夏頃に供用開始予定



横浜港における最近の取組について

⑤ ペロブスカイト太陽電池の実証事業

（横浜市港湾局 中野局長）



■ペロブスカイト太陽電池とは
・桐蔭横浜大学の宮坂特任教授が発明した、次世代の太陽電池
・従来のシリコン型太陽電池と比べ、様々な用途への展開が期待でき、再生可能
エネルギーの切り札ともいえる技術

・国の「ＧＸ実現に向けた基本方針(令和5年2月)」において、ペロブスカイトの早期
の社会実装に向けた研究開発や需要創出、量産体制の構築を推進

〈特徴〉
・薄くて、軽く、曲げられる
・原料の多くが国内で調達可能（主原料のヨウ素は世界産出量の約３割が国内産）

ペロブスカイト太陽電池の実証事業

ペロブスカイト太陽電池
（桐蔭横浜大学における
試作モジュール）

横浜市 山中市長

桐蔭横浜大学
宮坂特任教授

学校法人桐蔭学園
溝上理事長

桐蔭横浜大学と
連携協定締結
（2023年２月）



■実証事業の概要
大さん橋国際客船ターミナルの屋上デッキにおいて、株式会社マクニカが環境省の委
託を受け、港湾等の苛烈環境下におけるペロブスカイト太陽電池の実証事業を実施

（１）事業名 港湾などの苛烈環境下におけるペロブスカイト太陽光電池
の活用に関する技術開発

（２）事業者 株式会社マクニカ

（３）事業内容 港湾施設等に設置が容易で出力100W規模（30cm×100cm）の
ペロブスカイト太陽電池パネルの開発等に向けた屋外での性能試験

（４）実証期間 令和５年度～７年度

（５）実証場所 大さん橋国際客船ターミナル

ペロブスカイト太陽電池の実証事業




